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序

本書は、太宰府市が昭和60年度に実施し

た篠振遺跡の発掘調査報告書であります。

調査の結果、奈良時代の火葬墓から銅製

の帯金具や水晶玉が発見され、県指定史跡

として保存されております宮ノ本遺跡と併

せて、太宰府市西方の丘陵地帯が古代の官

人たちの墳墓の地であったことが確認され

ました O

さらに室町時代の土葬墓と火葬場も発見

され、太宰府における中世の葬送墓制につ

いても貴重な資料を得ることができました。

ささやかな一書ではありますが、本書が

古代・中世の研究資料として活用されると

ともに、埋蔵文化財への理解と認識を深め

る一助となれば幸甚に存じます。

最後に、極寒の中、連日、調査に参加し

ていただきました作業員の方々に心からお

礼申し上げます。

太宰府市教育委員会

教育長藤寄人



例日

1.本曹は1984年度に実施した楳披遺跡(太宰府市大学音松字篠振305-1他所在)の発掘調

査の概要である。

2.調査は1984年12月5日から1985年 2月5日まで実施した。

3. I調査而楠lは1560川、開発対称面積は45000m~で、ある岨

4.調査組織

調査主体

総括 教育長

庶務 社会教育課長

文化財係長:
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藤寄人

花田勝彦

鼎板力

|岡部大袖

山本借夫
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5.調査参加者(順不同・敬称略)

田中平肋大野謙太郎八柳健之助竹林輪之

タキノ 中島タカ子松島順子白水イセノ
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6.盤理番加者(順不同、散称略)

米川泊予

平田lソヨ l凹

萩尾須磨子

7. 出土人骨の鑑定は九州大学教捜永井昌文先生に依頼し、測量刑基準点の計測には九州歴史

資料館主任技師横田賢次郎氏のお手を煩した。

8.遺構実測図、測最図及び遺物実測岡は、調査担当者が主として行ない、緒方俊輔・山村信

栄・山田篇議・ホ見秀徳・町村克・半滞幹夫の協力を得た。

噛物の'1iJ.真撮影は問l紀久央、開査地の空中真は(制空仲ヰ真相留によるものである。

9.本轄の執筆は町輩に永井先生のごE楠をいただいた。他は山本、狭川が分坦し目次に記した。

繍集は狭川が姐当した。



円
口 次

1

i

d
せ

A吐

nhU

司

i

ウ

t

Q

V

A

V

ハU

ワ

ム

ワ

ω

つd
q

u

つd
F

b

F

b

門

i

ワ
t

ウ

t

ヴ
4

1

i

q

u

A

苛

A
吐

A
吐

戸

b

氏
U

Q

d

Q

d

Q

d

1

i

1

i

I

l

-

-

1

1

I

l

-

-

つω

っ
“
ヮ
ω

ヮ
“
ヮ
ω

つ
臼
ワ
山
つ
ω

ワ
臼
つ
，
“
ヮ
“
ヮ
“
ヮ
白

川

本

一

本

一

一

一

川

狭

山

ぃ

山

一

い

い

狭

い

一

地

…

…

…

寸
一
…

•. 

…
…
 
.• 

…
.
抗
鼠

置

.

要

区

の

…

物

区

.

…

物

墓

…

物

施

…

物

墓

…

物

.

.

 

…

物

.

…

物

…

…

物

位

過

概

査

群

.

遺

査

丘

.

遺

葬

.

遺

葬

.

遺

墳

.

遺

跡

跡

.

遺

跡

.

遺

…

.

遺

の

経

の

調

墓

構

土

調

墳

構

土

土

構

土

火

構

土

土

構

土

窯

窯

構

土

窯

構

土

.

構

土

跡

査

査

西

墳

遺

出

東

)

遺

出

)

遺

出

)

遺

出

)

遺

出

)

号

遺

出

号

遺

出

原

遺

出

遺

調

調

・

①

②

③

・

1

①

②

2

①

②

3

①

②

4

①

②

5

1

①

②

2

①

②

灰

①

②

T
I
H
U

岡
山



( 6 )その他の遺物…………………………...・ H ・-……...・H ・..…...・H ・......・ H ・..…...・ H ・.... 30 

①遺構 ....・ H ・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・ 30 

②出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 

N. 人骨鑑定 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (永井)…… 31 

V.閥査まとめ......・ H ・H ・..………...・ H ・.....・ H ・-…い…・H ・H ・.....・ H ・..……………...・ H ・..…… 33

1 . 問調査区 ....・ H ・・・・・・・・・・・砂防怖噂.柑・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・ 0・輸酌繍・*・・・・・・・・*・・・動・・・・・・・助命除・・・ (山本)…… 33 

2.東l調査区…・...・ H ・...・ H ・-… H ・H ・.....・ H ・-……・・…..，...…・…………......・ H ・.......・ H ・..…… 34.

( 1 ) 墳丘、 土葬墓、 火葬施設 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

①造営時期 ….."'..・ H ・-…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (山本)…… 34 

@遺構の性格….....・H ・-…..~ .'" .. .. .. .. ..…......・ H ・-…...・ H ・.1，.....・ H ・....・ H ・.....・ H ・... (映J'!III)…… 35

( 2 ) 土横議 ....・M ・-…恥.......・中・・・・・・・・・・・・・・・・・・・昏・・・・・・・恥・蜘............................咽・・・ (腕)11)…・・・ 40 

( 3 ) 窯跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (山本)…… 40 



L 大宰府条坊跡

6. 国分瓦窯跡

11.浦城跡

16，般若寺跡

21.宮ノ本遺跡

26，桶田山遺跡

11" .~也、。

o 2kmi 

!J，rl..~ "J  í~/ 7!1'.... ""羽、川ム I'C私一地会
Fig，l 主要遺跡分布図 (1/4000)

2. 水城跡 3，陣ノ尾遺跡 4. 筑前国分尼寺跡 5，筑前国分寺跡

7，御笠団印出土地 8.遠賀団印出土地 9.大野城跡 10，岩屋城跡

12，原遺跡 13.鉾ノ浦遺跡 14. 御笠川南条坊遺跡15.君畑遺跡

17.神ノ前窯跡 18.篠振遺跡 19. 向佐野黛跡 20，長浦窯跡

22，剣塚古境 23.杉塚廃寺 24.唐人塚遺跡 25，塔ノ原廃寺

27，武蔵寺跡 28.道場山遺跡 29.市の上遺跡
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I 遺跡の位置 (Fig.4) 

r天下の一都会J と称された大宰府の郭外西辺部は、標高50-70mの低丘陵地帯が続く。こ

の丘陵地帯は須恵器生産を行なった牛頚窯跡群の所在するところで、陶邑・猿投とともに日本

に数えられる。観振遺跡は牛瀬無跡群の東南端 し、その先端部は水城跡

へと遡らなる o

この丘陵の主要な遺跡である牛頚窯跡群は、御笠川に向って北流する牛頚川を挟み東西約

4 km、南北約 5kmの広範囲に及び、 6世紀から 8世紀にかけて大規模な須恵器生産活動が印さ

れるo しかし近年、札問時が瀧みその影響で帯前調査のI必硬性が組じ、神/

浦似1・宮ノ:本(3).野添・大浦(4)などの著名な窯跡がこの絹披遺跡周辺で調査されてきた。

大宰府が成立すると窯業の生産継続中であるにもかかわらず、この周辺一帯は官人たちの葬

送の地に利用され始める。買地券の出土した宮ノ本 1号事をはじめとする同遺跡一連の墳墓群(5)

は骨れらの一つで品品。大事刑事s外班辺部の隣地にもそうした樹購群が検出おれているとこ

ろからみて、当時の在地官人たちの葬送の実態が究明されつつある。

大宰府の表退と共にこの丘陵の利用も途絶え若干の空白期間がみられるが、中世に至って再

び稗迭の地として利用され始める仰官ノ本遺跡SX04・05などの火葬施設は、この擁振遇制¥1こ

も椴l出された。こうした火葬場から立ち上る煙は蕗ちゆく夕日を背景にして生活地帯から眺め

ることができたであろう。そして人々は極楽に往生を遂げる者を想い、悲しみと涙に暮れてい

ったのであろう。

lりこの臨lは大調臓に哨t由化おれ、 i闘世の漉臓の~くは楠滅した。 lいまで

の街から四方を見ても、古を忍ぶ人々は少ないに違いない。

註

(1)酒井仁夫ほか『神ノ前窯跡J (太宰府町文化財調査報告欝 第 2集)太宰府町教育委員会 1979 

(2.)穐井明榔ほか「向性野・焼:楠寵醐1の綱瀧J11'九州縦関闘l動車週間{系珊蹴文化財調査悲報惜 Vl-J桶l岡県融商:

1975 

(3)山本信夫ほか『宮ノ本遺跡.0 (太事府阿の文化財 第 3集)太宰府町教育委員会 1980 

(4)小田富士夫ほか『野添・大浦窯跡群J (福岡県文化財調査報告書 第43集)福岡県教育委員会 1970 

(5)(3)に同じ

一- 2 



E 調査経過

篠振遺跡は埋蔵文化財包蔵地として熟知されており、昭和60年春頃から、この地に市営運動

公園の建設計画が生じたため事前に発掘調査が必要となった。その後、運動公園は「太宰府歴

史・スポーツ公園」と正式呼称されることになり、有吉市長の意向を反映し、史跡の町太宰府

にふさわしく文化財とスポーツを併存する新施設として公表されてきた。周年11月 14 日 ~12月

3日にかけ、試堀調査 (Fig.2)を実施したところ、墳墓や窯跡が検出されたので、これらの

埋蔵文化財が歴史素材として生かされるよう、再三、協議を重ねてきた。しかし造成計画のう

えでは保存が不可能となったためやむなく全面を本調査することになり、調査後、遺構は消滅

した。現在できあがった公園にはこうして歴史資料が全く失せてしまった点は残念でならない。

- 3 ー



E 調査の概要

1 .西調査区

山欄輔の立地 4)// 

横墓群の造営に先だち //~\ 

丘陵の頂部近くの東側斜 / '(""ーソ

面を平面半円形のテラス

状(南北 8mX東西最大/〆F

3 m) 

となチラ

ス上には 6基の円形、不

整形ピットと小ピット 1

が検出された。これらの

7 ピットはテラス S

~ 

8 
おれてい品。

Fig:.3 

Fig.4 西調査区遺構配置図

d 

58.5 



②遺構 (Fig.4. 5) 

S X007 

平面は長径0.45X短径0.4mの円形を呈する。深さは最深部で 7cm。埋土は暗灰黄色土で全

体に炭が少し入る。火葬墓の可能性がある。

S X008 

平面は長径0.48X短径0.35mの楕円形を呈する。深さは約O.15 rri。埋土は炭・灰からなり真

黒色をなす。火葬墓の可能性がある。

S X009 

平面は長径0.6mX短 働.33mの楕円形を呈する。深さは 2cm。底面はよく焼けており凹凸

をなす。焼け面の上は炭，灰層がある。

S X006 

平面は長径0.45X短径0.42mの円径を呈する。深さは0.13m。断面図のようにピットの中央

部幅 9cmはとくに炭の多く入る暗黄灰色土で、周囲の埋土は灰黄色土である。底面は一方(南

側)が低い。

S X012 

平面は長軸0.97X短軸0.73mの隅丸長方形を呈する o 深さは約0.40m。埋土は炭化物をごく

少し含む暗黄灰色土である。須恵器杯小破片が出土した。 SXOllより古い。

S X011 

径0.3m前後の小円形ピットである。深さは 4cm。底面は火熱をうけ淡赤紫色をなす。 SX

012より新しく、 ST005より古い。

SX007 

SX008 

cl) 
一区 m 

5 一一



ehU 

2

ぬ

Y S T005 (Fig.5・6) 

火葬墓である。平岡は不整楕円形で長径O.79 

×短径最大0.64m。深さは 7-15cm。底面は南

東側が低くなるo 四土は炭・灰・花岡岩パイラ

ン土からなるが、とくにピットのl中央部は炭・

灰で充満し真黒色をなす。その範囲は平面で49

X44cmの楕円形の範囲、断面では底面上 2-

日佃から上位の輔l閉で品うる。臨耐<

ノてイラン土が多く炭・灰は少ない。 SXOllよ

り新しい。 012→011→005の順に古→新となる。

(瀧物出土状態と理骨の方法)

(内J鞘 1 、~拡ブ]"1 、

1 )、鉄器 3 (鉄鍬?2、他 7片)、水品製玉 2

である。鉄器 3片は真黒色理土の周辺部で埋土

し、仰の潤;物は輯鼎他樫土中で、出

。附〈D; 20 
αn 

L 8 」

。
川
野
札
"

o 

¢う
骨片区コP

木炭片

58. 20m 

2ιF 位、l::~';:o
ニ 「 ① """1
… 一J

r 、..-
zミ込斗Jユユ一γγ

F 

小高 田)

した。遺物間々の醤号と出土位置は Fig6に

示される。銅鍔および水晶玉は焼骨片と混ざっ Fig.6 ST005遺物出土状況(上・平面，下・立面)

た状態で出土しとくに配列、配置を示してはいない。鉄蹄は火熱をうけたのか不明であるが銅

ずれも*-軌をうけてもろくなっている酔醐醐舶用(3)の外醐ιは刊と輔輔いt::.

跡がある。丸斬(2)は下回の変形が著しい。水品製玉(4)は毘形ではなく火熱のため亀烈が入り

部欠損する。また、表面も不透明にくすんでいる。遺物の観察や出土状態から次のように推察

される o 被葬者は腰帯をつけて火押された。火葬後、;腕骨、成、灰とともに;腕け掛っ

bれ、市に叫んで、小ピットに哩納された。蹴骨糊は検出されていないことか

ら腐朽しやすい木製蔵骨器などの使用も考慮されるが、それを示す痕跡は遺存しない。したが

って、布にくるんだまま埋葬され蔵骨器を使用していない場合もあわせて考慮しておく必要が

品あう o 71<.1日醐盟は捕に吊り下げ~伽飾ι思われる。出陥帯献納|摺物lに轍似品が品品 o

は1-くをうけているので外見上は鋼に黒漆を塗る鳥油腰帯ほのか、金銀で鍍金された金銀製腰帯

なのかは確定できない。巡方、丸鞘には裏金具を鋲留めしたままであり、帯に装着したままの

状態を示しているo

③出土遺物

S T005出土遺物 (Fig.7、Pla.10、別表)

6 ー



銅鍔

図の上下幅は2.7cm。裏金具がある。火熱をうけたため軟弱で取上げの際バラパ(1) 巡方

ラになっている。長方形透し孔の有無は判別できない。

(2) 縦1.7cm、横2.4cm。裏金具があり鋲留めされている。長方形透し孔は表と裏金具

にもある O 下端は火熱のため変形している。

丸靭

(3) 縦3.0cm、横3.7cm。蛇尾の縦幅は革帯の幅を示すものと思われる。蛇尾の縦幅は

巡方の縦幅よりも 4mm程大きいと言われる(2)。

詑尾

3と1の数値を縦幅であると仮定するならば、

1の差を測ってみると 3は巡方 1の縦幅より 3mm大きく、前述の傾向を裏づけることができる。

2孔と裏弧形につくる反対側の直線的な基部には上下に 2孔あり、裏面 3ケ所に突起がある。

面の鋲型突起の位置は一致しない。上端側面から前面にかけて布と錆着いた痕跡が残る。布は

この痕跡は火葬後の幅 5mm聞に 7本の糸数を数える。布は火葬時には燃えつきてしまうから、

ものである事は明らかで、火葬骨を包んだ布(白綿)と解釈される。

他に巡方または丸輔の破片が数点ある。

水晶玉

全部で11片出土した。

3i 

Hニ弓£ヨ=:L一、.

径1.9cmのもので火熱ぬため表面はくすみ、割れている。他に炭・灰の埋土中から

SX004 

，-， 

自 -IJ-Q

丸玉(4)

~:gj 
Q:~ 

~:~1 5 cm 

ヌ寸「
¥
¥

_.7 

区一
7

ふ
8

ヌ
o 5 cm 

18 

西調査区各遺構出土遺物実測図 (1-6は%、他は}3')

7 -

Fig.7 



パラパラになって出土した破片のうち 4片は帳合した叩これも径1.9cm。全体で少なくとも 2

個体はある。

鉄製品

5. 6は搬の破片と推定される。断聞は焼形。他に 7片の小片があるが仰か不明i。

土器

須恵器

蓋 5片、杯 1片、建 2片があり、いずれも小破片である。これらの破片は火熱を受けたもの

かよくわから位いが、火罪の際、あるいは埋骨のと意に漉入したものと思われる。

( 7、 8) 7の口報部は下方にやや長め ，tこ服折ずる c2細事に近いもので端部外聞は凹線

状をなす。つまみを有するものと思われる。天井部はヘラケズリされる。この種のタイプは大

宰府政庁第 I期整地層の中に含まれる最新型(7C末)**に近く、大SD2340下層(r天平六年

(734 ):銘木簡出土、 8C削~中腰)の中で最も多い。 8C削半l頃に位置づけが可能である。

8の口融部は断面五角形でつま lみのつく c3ι思われるo 正角形は小話く下方への提出はわ

ずかであるo 端部外面はシャーフである o 8 C中・後半、どちらかと言えば 8C後半に多いタ

イプである。他に蓋 3片がある。うち 1片は天井部ヘラケズリされ、つまみを欠損する Cで、

さらに 1片は内聞を磨っている。同:輩硯として使用されたものか。以上の 5片は杯盤である。

l杯 (9) 臨酬を欠くため無踊由 aか、有高由 Cか明醐ではない。体部は組織的で日縁部は小

さくわずかに外反する。内外は横ナデ調整u

S X010出土土器 (Fig.7、plalO、別表)

段の埋土中で検出された土器で、量はわずかである。

損陣器

.lliI. (1母体部中位で朋折変換点がありよ{立は外反する o 屈折点以下の外商はヘラ削りされるo

やや古式の特色を有する。

杯帥体部中位でわずか外側へ拡張するが上位は直にひき出される。

-輔の破片がある o

土師器

大蓋 c (10) 内外ともにミガキ aを加える。

他に杯a破片がある。

以上のうち12は7C東明-8C削半、仰は 8Cと，思われる o

SX004出土土器 (Fig7， Pla 10、別表)

横墓群の南側下方 2mの所で検出された遺物包含層中の土器で、置はわずかである。

須恵器

小蓋 a3 (l功深井部はヘラ切りのままでケズリを加えない。日繰部はやや下方に畏い断固

琳 P.4li監訪日護器開 ** c…century (f仕組)の略略。以下問棟は使用する。

- 8 ー



三角形で¥つまみのない a3型である。

杯C (1引 高台はやや退化的であるが外端部を上方へ跳ねる。

土師器

小杯制高台は細いが外聞きの古い特徴をもっ。内面はミガキ aを加える。

壷 (16) 内外磨滅のため調整は明らかでない。 2個 1対の把手のつく可能性もあるが破片の

ため不明である。

17はストレートな体部を有することから鉢の可能性がある。外面はヘラケズリと思われる。

須恵器の焼成不良品の可能性もある。その他杯 a破片がある。 18は鉄釘で長さは6.4cm。上層

から出土した。

以上のうち 13 、 14 、 15 は 8C前半~8C中葉を前後する頃と思われる。

註

(1)周辺においては宮ノ本遺跡第 1次調査の 1- 4号墓 (8C中一 9C 、南側斜面造成)、同 2次調査 7・8号

墓 (8C前半、火葬墓、東側斜面造成)などが同様な傾向を示す。

(2)町田章編『平城宮発掘調査報告VI.I (奈良国立文化財研究所学報 第23冊)奈良国立文化財研究所 1974 

2 .東調査区 (Fig.8) 

尾根基部を土取りによって破壊され、先端部を近・現代の墓地で撹乱されてはいるが、尾根

上には墳丘・土葬墓・火葬施設・北斜面中位には須恵器窯跡が検出された。

(1)墳丘

①遺構

SX 001 (Fig. 9、10)

地山を 2段に整形し、上段に若干の盛土を行なって築かれた墳丘遺構である。上段はほぼ円

形に近いプランを呈し、据部の径約6.2m高さ約0.9m (盛土部分は約O.4m) を測る。下段は

組雑な整形であるが、北半部は半径 4~5mのほぼ半円形に近いフランを呈し、上段との聞に

1~3m幅の平坦部を設ける。南半部は尾根筋に従って長さ約 8m、幅 3~5mで不整長方形

の平坦部を造り、、墳丘中心から南西へ約11mのところで幅約 2mの溝状遺構を設け区画するも

のとみられる。下段は全て地山整形によって削り出され、高さはO.25m ~O. 75m程度で、ある。

上段の墳丘には後世の撹乱を認める以外に遺構はなく、平坦部にも直接関連すると考えられ

る遺構は存在しない。関連遺構とみられるもののすべては下段据部に集中している。遺物は墳

丘北半部の平坦部及び下段斜面を中心に検出され、多数の銅銭や土師器、鉄器などがみられる。

( Fig.11参照)
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Fig.8 東調査区遺構配置図

10 
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①J覚乱 ⑥淡茶灰色土 ⑪黄色斑茶灰色土 (SXOOl盛土)

②表土 ⑦茶灰色土 ⑫淡茶色土 (SXOOl盛土)

③黄灰色土 ③明茶灰色土⑬茶色土(風化土混・ SXOOl盛土)

④淡茶灰色土③暗灰褐色土(投乱)

⑤茶灰色土 ⑪灰黄色砂質土

O 

Fig.l0 SXOOl土層観察図

54.50m 

3m 

SX045 (Fig. 8 ) 

SX 001中心から南へ約20mの地点の屋根上に、地山整形によって人為的に削り出されたと

みられる墳丘状の隆起がある。現状は形も崩れ、土墳状の撹乱も穿たれていて旧形を知り得な

いが、当初は径(または一辺) 4 m程度で高さ0.3m以上の墳丘遺構であったとみられる。こ

の墳丘に切込む遺構および伴う遺物は検出されなかった。

このSX045を境として北は土葬墓群、南は火葬施設群と明確にその位置は分離されている。

②出土遺物

SX 001出土遺物(Fig.12、Pla.11、別表)

遺物は墳丘上の各地点から検出された。 (Fig.ll参照)

土師器

一一 11 一一



全て糸切りである。

小皿 a '( 1 - 3 ) 7.4cm. 1は口

にの

lび晶体酬をもっ。

外聞には根状配臓が躍る。
(，臨舵榔附)

SD 18仰の範聞に近い。⑪地点出土。 2は口

径7.8cm・器高1.4cm。⑥地点出土。 3は口径

8.3cm ・器高1.1cmo底部内閣はナデ調整し外

面には板状圧痕が遺る。表土出土。

口径6.0cm、器高1.4cmを測る。(4) 小皿 b

にかけて1. 5cm。内聞から

ST¥ 
037¥ 

凡例

・古銭

宵土師器

血その他 底部内面はナデ調整し外面に板状圧痕を遣す。

表土出土。10m 

5は口径13.4crn、器高(5 - 7) 杯 a

3.5crn。内面はナデ調整し底部外面には板状SXOOl遺物出土地点位置図Fig.ll 

2 

にームープ除

、、主主斗ミグ?:

6 

4 X十一よ戸グ

:臼ミ2ζIt~.5
枠
ぽ
怜
竹
山
川
・
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圧痕が遺る。体部下位の突起や段は糸切りを雑にしたためについたものである。表土出土。 6

は口縁端部を失うが口径13cm程度に復原される。底部内面はナデ調整し底部外面に板状圧痕が

みられる。⑪地点出土o¥ 7は口径12.6cm、器高2.8cmを測り、底部内面にナデを施し底部外面

には板状圧痕が遺る。⑫地点出土。

杯 b (8~11) 8・9は口径.10.7、10.8cm、器高3.2、2.7cm，底径4.9，4.8cmを測る。

8は体部が若干内轡気味に立ち上がる深めの形態を呈するもので、大SD1805出土杯bの平均

的な法量よりもやや深めである。両者とも⑫地点出土。 10は底部径4.8cmを測る。体部及び底

部内面は全てヨコナデ調整でおわる。表土出土。 11は底径4.8cmでイ本部は大きく外方に開く形

態を呈する。体部及び底部内面は全てヨコナデ調整される。⑪地点出土。

小室 a (12) 口径17.5cmo 8世紀後半代のもので SX001とは直接関連しない。⑫地点出土。

弥生土器

窪 0母体部外面及び口縁部内面をハケ目調整する。⑬地点出土。他に同時期の窪片を⑬地

点と表土中で採集している。全て SX001とは関連しない。

鉄製品

釘 (14) 現存長4.7cm。⑫地点出土

万子 (15) 現存長7.5cm、最大幅1.5cmを測る。③地点出土

銅製品

銭 (Fig13) SX001の各地点から26枚検出した(第 1表参照)。このうちでは「永楽通

宝J (初鋳1408年)が最も新しい。墳墓群の造営、葬送儀礼などの継続する年代の一端を示す

ものと思われる。

図版番号 銭貨名(初鋳年) 出土地点 図版番号 銭貨名(初鋳年) 出土地点 図版番号 銭貨名(初鋳年) 出土地点

1 永楽通宝
の①いず④れか

10 皇宋通宝
⑦ 19 

冗豊通宝か?
⑬ 

(明1408) (宋仁宗1039)

2 
元祐通宝

の①いず④れか
11 

皇宋通宝
③ 20 

嘉祐通国 @ 
(宋哲宗1086) (宋仁宗1039) (宋仁宗1056)

3 
聖宋元宝

の①いず④れか
12 

元豊通宝
⑧ 21 

祥符元宝 @ 
(宋徽宗1101) (宋神宗1078) (宋真宗1008)

4 
永楽通宝

② 13 
皇国通宝

⑨ 22 
祥符元宝

⑫ 
(明1408) (宋仁宗1039) (宋真宗1008)

5 聖宋元宝
② 14 

永楽通宝
⑬ 23 

祥符通宝
⑫ 

(宋徽宗1101) (明1408) (宋真宗1008)

6 永楽通宝
⑤ 15 

天稽通宝
⑪ 24 

祥符元宝
墳丘表土

(明1408) (宋真宗1017) (宋真宗1008)

7 永楽通宝
⑤ 16 

元豊通宝
⑫ 25 元祐通宝

墳丘表土
(明1408) (宋神宗1078) (宋哲宗1086)

8 
元祐通宝

⑤ 17 
永楽通宝

⑬ 26 
元豊通宝

⑫ 
(宋哲宗1086) (明1408) (宋神宗1078)

9 冗図通宝
⑤ 18 

開元通宝
⑮ 

(宋哲宗1086) (唐高祖621)

表 SX001出土銅銭一覧
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(2)士韓基

CD遺構

S XOOlの裾部

お、後述する時期の異なる

h
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9 

Fig.13 SXOOl出土古銭桁影

し 隅丸損方形または不整円形を盟している o なまり

と便宜上区別し としたのは、木棺の使用が認められ

ず時期、規模を異にするためである。

S T037 東西は1.4m、南北はO.8m以上で、深さはO.8m。不整円形状を呈し、約半分が調

査区外にのびているものと思われる。土墳の壁は垂直に近く立ち上がり、底部は中央付近がや

や深い。出土遺物はない。

S T038 1.5mXO.8m、深さはO.75m。隅丸長方形の墓墳で、北壁の傾斜はかなり緩やか

であるのに対し他の 3面は垂直に近い。 ST039を切っている。遺物は埋土中から杯bの断片

そ若干検出したにとどまる O

S T039 S T038に切られているため北却の状況は知られないが、繭北は1.9m、東聞は

L4m以上、探設はO.8mo のびている o

れているUくみb

を湖南すものは拙い叫

中カユIJ:

入する

一一 14 



ST042 

53.0m 

53.0m 

j叩23

54.0m 

Fig.14 土葬墓実測図

ST042 1.55mXO.8m、深さは0.2-0.4m。隅丸長方形を呈する。墳壁は他に較べ緩やか

な傾斜である。底は北に向うにつれ徐々に浅くなり、頭位を北に置いた可能性が考えられる。

- 15-



ないo

ST013 1.4mXO.6mの不整畏円形を呈する。墓域上面で土師器杯bが2枚重なって検出

された。

S T016 1. 7m X1. Omの不整長円形を呈し、底部中央付近が若干深くなる。墓墳堀削時に

S X001の下段の一部を堀り込んで、造っている。なお SX001⑫地点はこの墓墳上面にあたり、

出土した鉄事Tとの関連を考顧する必要があろう。

日T043 S X'ÛOJの~醐~臨醐外に駆り、腕棋は1. 1 m XO. 75m、開設O.4mで他

おい。隅九蝿方形のフラン長盟す品。膿膿は誰臨に近く立ち上がる o 醐内の北西隅と中央)やや

りに若干の人骨が遺存していた。北四隅のものは頭骨で、顕北面四の状況を盟しているよ

うに見えるが、明らかに転落したものであり埋葬当初の状況ではない。埋葬時の形態は頭骨の

位置と墓墳の規模から、座位であった可能性が強い。出土遺物はない。

S T023 O. 85m XO. 5m、深さはO.35m 0 不整長円形を呈する。南小口部に小さなテラス状

の股があるo 樫土中に土師部小皿 1点を検出したが、転滞した状況であるため棺上の供献品と

れるの乙のST023は、う記述のお， T043よりもさらに/j'¥おく、

品l品削、腕慨は問めlられず腕化物品粗土中に輸出されていない

にj丘し

るに

ととした。 いので判断できないが、 ある可能性も残されている O

以上の他、 SXOOlの周辺には若干のピッ卜と浅い土墳が数基確認されている。土墳につい

ては土葬墓の可能性が充分考え得るが、土砂の流出や株の撹乱などにより決定する要素を欠い

ている o ピットについても単発的に検出されたにとどまり、具体的な性格付けは困難である。

明刷ニti盤物

S T023出土土器(Fig.15、Pla.ll、別表)

土師器

小皿 a (1) 口径8.8cm、器高1.3cmを測る。体部か

ら底部内面はすべてヨコナデされ、底部外面は糸切され

る。板状庄痕は認められない。

S T013出土土器 (FigJ5、Pla.l1、別捜)

土附糊

叩 b (2・3) 2枚漉なって検出された。口控

16 -

ST023 

下正三f

-二r
Fig.15 土葬墓出土土器実測図



12.7cm・14.0cm、器高3.4cm • 3. 6cmを測る。両者とも体部及び底部内面の調整はヨコナデでお

わる。口径に比して底径は小さいが、大SD 1805出土の杯bよりやや深めで口径も若干大きい。

(3)火葬施設

①遺構 (Fig.16、17)

尾根基部から中央付近の尾根上面及び若干下った程度の斜面に集中し、大半が焼壁を遺して

いる。当該遺構の性格は、明らかに土墳を利用して火化したものであるものの火化後に墓とし

たか否かは明らかでなく、ここでは火葬施設としておく。なお焼壁は遺存しないが炭化物の充

鎮するものはこの類として仮定した。

S T 026 l. 05 m X O. 45 m、深さ0.15mの隅丸長方形を呈し、南端に 3つの浅い小ピッ卜と

北端に長さ0.15m、幅O.1111の張り出し部がある。墳底からやや浮いた位置に20cm程度の石を

ST029 

@ 

一弘長議 55.50m 

ST030 

ST031 

② 

56.0m 

品く工Aldァ
ST030土層観察

①茶色土 ④黒色炭土(大きな木炭含)

②暗茶色土 ⑤;炎黒灰色土(炭混)

③淡茶色土

Fig.16 火葬施設実測図(1 ) 
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2つ(うち 1つは須瑚器窯の置由に用いられていた粘土塊を較用，)闘北に配し、棺合とする。

棺台付近からは炭化物が多量に検出され、同時に;腕骨片も集中して確認された。なお骨片は北

側棺台石の下面からも検出されている。焼壁の遺存はなかった。人骨鑑定の結果(町参照)か

して璃悔していたことが判明 lした。

S T029 南小口部および東壁の一部を失っているが、 O.85m XO. 55m程度に復原され、深

おはO.20mを測る隅丸焼方形のプランを盟ずる。北小口付近にj嘆い小ピット 2つをもっ。膿内

中央やや南寄りに焼骨片が集中して検出された。炭化物は構内全面にみられたが、焼躍は確認

されなかった。

ST033 

56.0mー

~8~:J;.::~.:~!~;J ゑ

56.0m 

ST033土層観察。淡茶灰色土

② 暗黒茶灰色土

@ 黒色炭ニt
④淡賛茶色土

ST035 

56.0m 

Fig.17 火葬施設実測図(2 ) 

m
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S T 030 1. 05m XO. 6m、深さはO.2m。隅丸長方形を呈する。蹟内北東寄りに底よりも若

干浮いた状態で棺台とみられるO.25m程度の石が 2つ検出された。南隅には浅い小ピットが確

認され、石と対応するかのように西南側の小口には 5cm内外の木炭片がかたまって検出された。

墳内の埋土は底部の大半が黒色炭層で覆われており、棺台はその上に乗る状況を呈している。

焼壁は確認されなかった。なお蹟内中央やや北寄りに正位ではあるが若干内傾した状態で土師

器杯 1点が埋納されていた。

S T031 北西隅を株の撹乱で失うが、1.02mXO.67m、深さ O.35mを測り隅丸長方形を呈

している。埋土は大きく 2分され下層は黒色炭層、上層は茶灰色土である。東小口の上部が固

く焼けているが、下半(黒色炭層部分)は焼けていない。焼壁は約 3cmの厚さに及ぶ。

ST033 1.4mXO.75m、深さO.35mを測り隅丸長方形のフランを呈する。長辺はいずれも

焼壁の崩壊による凹凸が目立つが、両小口は焼壁がよく遺存しておりその厚さは 2cmに及んで‘

いる。焼面は各壁中位以上に認められ、下半および床面には認められない。埋土は上下に大き

く2分され下半のほとんどが黒色炭層で覆われ、上層は淡茶灰色土で埋まる。上下の層の接す

る位置が焼壁の遺存下位にほぼ一致する。 SK015を切っている。

ST034 1.25mXO.85m、深さO.30mを測り関丸長方形のフランを呈する。埋土の状況は S

X033に近似する。焼壁は西壁のごく一部に遺存しているのみであるが、厚さ 2cmに及んで、い

る。壁面下位および床面は焼けていない。墳内からは木炭片が多量に検出されているが、北小

口付近に転落しているものは径約 6cmを測る棒材の炭化したものとみられる。骨片は散乱した

状況でごく少量検出されたのみである。遺物は墳内中央やや西よりに土師器小皿 1点を検出し

た。正位であり火化後の埋納と判断される。 ST035及びSK015を切っている。

S T035 S T034に切られ南小口部分を失っているが、1.0m程度XO.7m、深さO.25mを測

り隅丸長方形のプランに復原される。遺存する 3面の壁の一部はいずれも焼けており、特に東

壁は著しく約 5cmの厚さに及んでいる。壁面下位および床面は焼けていない。墳内には大きな

木炭塊が南北の両小口付近にまとまってみられ、丸太材であるならば径15cm以上に復原される。

埋土中より若干の焼骨片と土師器杯bの断片を検出したにとどまる。 SK015を切っている。

S T036 1.15m XO. 7m、深さO.15mを測り不整の長円形を呈している。埋土中より鉱浮片

5点を検出した。

S T 019 S T026の東北方にあり崩落著しく、本来の形状は不明である。検出時の上面で

1.1m XO. 5mを測ったが、墳内下半にみられた黒色炭層の幅はさらに広く、残存していた焼壁

の下にまで及んでおり、当初はO.7m程度の幅をもっていたものと推量される。焼壁は当初の

位置を保たず内側に融離して傾き、調査中に崩落した。深さはO.4m程度であった。出土遺物

はなかった。
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@出土li愚物

8T030出土土器(Fig.18、Pla.11、別表)

土師器

杯 b (1) 口径12.6cm、高さ2.7cmを測る。体部はヨコナデ、

臆部内面はナデ調整される。底部は糸切りされる。

sγ034出土土器 (FigJ8、Pla.11、別表)

土師器

小皿 b(2) 口惜6.6cm、臨さ1.4cmを関.IJる。体部はヨlコナヂお

れ、底部は糸切りである。 ST034の供献土器である O

sγ030' 

ST034 

¥ー』〆。
Filg.18 

これらの土器は火熱をうけておらず、火葬後に供献されたものであろう。

(4 )土墳墓

①遺構 (Fig.19) 

2 
10側

にするものとそれに類似する形状のものを指し、ここでは

して轍時す品 o

sγ014 SX 001の南東隅付近にあるが、この遺構が先行する。主となる墓臓は、 2.07m X 

1. 05m、深さO.65mを測るやや歪な長方形フランを呈している。横内は一部段状を呈していて

内底はかなり歪んだフランとなっている。主体西側は尾根部にあたり、長さ2.75m前後のテラ

スを 2段造っていたものとみられるが、上面の大半は SXOO1造営時に手を加えられている可

能性が強く、本来の形状は知り得ない。主軸は磁北に対し約320 東に振っている o 埋土中から

杯、畏顕輩、鉄軒を輸出lしたが、敵前は慕膿最上聞に 1点検出されたにとどまり、

にの珊榊に仰うもので品品かは臨わIしい。

sγ017 ST 014と毘棋を腕んで対称的は位置にあり、岡者はかなり近い時期に造営された

ものと推量される。 2.5m X1.1m、深さはO.75m 0 不盤長方形を毘し、東四両壁には陥O.lm

-O.2mの小さなテラスがみられ、 2段掘りの墓墳であったことを窺わせる。内底に浅い小ピ

ットが検出されているが性格は不明である。主軸は磁北に対し約 1。東へ振る。遺物は埋土上

位から赤褐色を呈する土師器小片を採集したにとどまる。

8T032 蝿根斜面を長さ 3.5m、臨1.4m程度造成し、それによって形成された平祖師に不

てい ~ω 鵬臓は札 65m XO. 9m、ヰ柵醐かbの服誌は盟大:0.35m山川市町

は暗い股状を盟し四側，tこ到る Jこつれ高くなる O 加軸lは轍~ttこ対し約85 0 東へ搬っている

が臆根筋にはほぼ平行している o 遺物は検出されなかった。

20 



53.0m 

ST032 

ST017 

Fig.19 土墳墓実測図
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②出土遺物

ST014出土遺物(Fig.20、Pla.10、別表)

全て埋土中から検出されたものである。

須恵器

杯蓋 c1 (1 ・2) 口径15.6cm. 16. 2cm、器高2.1cm・1.8cmを測る。天井部は回転ヘラケ

ズリ、体部はヨコナデ、天井部内面はナデ調整である。

杯 c (3・4) 口径13.2cm. 13. 4cm、器高4.4cm・4.7cmを測る。 3の底部外面は回転ヘラ

ケズリ調整を行なうが、 4については明らかでない。

長頚壷 (5) 高台部を失っているが、口径9.0cm、現存高14.2cmを測る。頚部は焼け歪みの

ため図のようにやや傾斜して取り付く。肩部上面にはごく浅い三条の櫛描波状文を施す。体部

外面下半および底部外面は回転ヘラケズリ調整、他はヨコナデによっているが、頚部の接合部

内面には指圧痕が顕著にみられる。頚部は ST014の埋土中から検出されず、 ST019や ST

026の存在する付近の東斜面表土中から発見され、埋納前に頚部を打ち欠いて廃棄した可能性

が考えられる。

鉄製品

釘 (6) 長さ7.6cm、頭部幅1.1cmを測る。先端が若干折れ曲がる。

ζ 三t 三

し二

(5)窯跡 (Fig.21) 

， ， ， ， ， ， 
， ， 

， ， ， ， 
， ， 

， ， ， 

O 

Fig.20 ST014出土遺物実測図

15cm 

東調査区中央付近の北西斜面中位に 2基検出されたが、いずれも崩落により大破しており窯

体の一部を調査し得たにとどまる。

一一 22一一



1号窯跡

①遺構 (Fig.22) 

窯体残存長2.25mを測り、地山を

引り抜いて構築したとみられる地下

式無階無段登窯である。焚口方向を

53.0 N 8005'Eに向け、丘陵の等高線に

3m 

Fig.21 1・2号窯跡周辺地形測量図

ほぼ直交している。崩落が著しく天

井部はもちろん焼成部上半および煙

道部、焚き口の一部を失っている。

焚き口 窯体北端で窯壁が急に広

がる部分付近と推定される。床幅は

約0.7m程度とみられる。

燃焼部焚き口との境から傾斜変

換部までの約0.3mが燃焼部とみら

れ比較的平坦である。床幅は0.55m

で東側の壁はほぼ垂直に立ち上がる。

焼成部燃焼部から約100m付近

までの傾斜角は約20。、中位以上で

は約40。と急である。床面最大幅は

約100mで焼成部に下るにつれ徐々

に狭くなる。床面には粘土塊を用いて置き台としていたようであるが、原位置を保つものはない。

各部とも床面の修復は認められなかった。

②出土遺物

床面出土遺物 (Fig.23、Pla.12、別表)

床面付近で検出したものを指し、焼成時の旧位置を保つ資料は皆無である。遺物は全て須恵

器である。

均二蓋 C3 (1-4) 口径13.8-15.5cmで、 4は口縁端部がやや長めの三角形を呈する。 3は

明瞭な三角形を呈し口縁内側にシャーフな段がつく。 1、2は大きくやや不明瞭な三角形で口

縁内側の線はやや鈍い。 1は天井部にヘラ削りの痕跡を認め難いが、他は丁寧なヘラ削りを施

す。全て体部はヨコナデし、内面はナデを施す。つまみはいずれも扇平なボタン状を呈する。

大蓋 C3 (5) 口径19.2cmで、口縁端部は明瞭な三角形を呈する。天井部はヘラ削り、体部

- 23-



町、

(!) 

② 

(j) 

切

N

・0
3

こt層名一覧 O 

叩l 黒灰色:t

I%l赤茶褐色土 52.0m 
③地山赤変範囲

Fig.22 1号窯実測図

.~北部コナデ、内問1.はナデを施す伯

杯 a (6) 口径13.2crnで、わずかに内轡気味に立ち上がる体部を有し底部と体部の境は明際

であるが底部にやや丸昧を残す口服部外面はヘラ切り未調整。

杯 c (7) 口佳12.8crnで¥底部と体部の境は明瞭でおるが底部にやや丸昧を残す。高台は断

面四角形で低くわずかに外反するがシャープさを欠く。
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Fig.23 1号窯跡床面出土土器実測図

埋土中出土土器 (Fig.24、Pla.12、別表)

全て須恵器である。

杯蓋 C3 (1~3) 口径14.6~ 15. 6cmを測る。 1の口縁端部は下方へ長めに折れわずかに

外反気味である。 3の口縁断面は明瞭な三角形を呈する。 2は大きく不明瞭な三角形を呈する。

2、3は天井部をヘラ削りされ、 1はヘラ切り未調整のままであり、つまみが他に比べ扇平、

大型である。

杯 a (4) 口径13.8cmで、底部外面はヘラ切り未調整。体部との境は明際であるが底部端は

丸味を残す。

杯 c (5) 口径13.8cmを測り底部と体部の境は不明瞭で丸昧をおびている。高台は太く台形

状を呈し、あまり高くはない。

c=三三 .. 圃・ーー圃・・ー--
!一一 一、 1

ど

O 

Fig.24 1号窯跡埋土中出土土器実測図

15cm 

2号窯跡

①遺構 (Fig.26)

窯体残存長2.5mを測り、 1号窯と同じく地山を引り抜いて構築されたとみられる地下式無

階無段の登窯で、焚口方向を N14
0
32'WIこ向ける。本窯跡も崩落著しく天井部、焼成部上半お
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52.0m 
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よび、煙道部を失っている。

焚き口 灰原方向に急に広くなる部分と考えられ、床幅は約1.0mとみられるが床面が崩落

し、壁面の焼痕から推定し得るにとどまる。

燃焼部 焚き口との境から傾斜変換部までの約0.25mとみられ、床幅は0.61mを測り東壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。

焼成部 燃焼部から約0.8mまでの傾斜角は約200、中位以上は約350の傾斜をもっ。床面最

大幅は約1.0mで燃焼部方向に下るにつれ徐々に狭くなる。床面は 1回の修復が認められるが、

中位以下は崩落しているため燃焼部まで手を加えていたか否かは明らかでない。

②出土遺物

床面および埋土中からは顕著な遺物は検出されなかった。

1 • 2号窯灰原

①遺構

1 . 2号窯の下方に若干残存していたが、表土との区別が困難な程に薄く、また各窯跡から

連続して延びる灰層も認められず、窯体崩壊時に同時に谷へ転落した可能性がある。両窯のい

ずれに伴う灰原かは決定できず、また両窯の遺物が混在している可能性が高いため、遺物は以

下に一括して報告することとした。

②出土遺物 (Fig.26・27、Pla.12、別表)

全て須恵器である。

杯蓋 C3 ( 1 -20) 1の口縁断面は外反気味にっくり、且つやや長めの C2に近いもので、

口径14.5cmを測る。ツマミの形状は他に比べ大型で低い。天井部はヘラ削りを施すがかなり粗

雑である。体部はヨコナデ、底部内面はナデを施す。量は少なく l点のみである。 2-14の口

縁断面は明際な三角形を呈する一群で内面にシャーフな稜線を有する。口径13.1-15.0cmを測

る。天井部中位以上をヘラ削りし、内底はナデ、他はヨコナデを施す。 15-20は口縁断面が三

角形を呈するものの内面の稜線がやや不明瞭な一群で、口径14.0-15. 8cmを測る。調整は 2-

14と大差ない。この 2-20のなかでは、 6.18-20がわずかに端部を長めに作る。

大蓋 C3 (21 -26 ) 21・22は口縁端部が小さく丸昧をもった一群で口径18.0 -18. 1cmを測

る。 23は端部を三角形に作るもので口径18.6cmo24-26はやや長めの三角形に口縁端部を仕上

げるものである。調整は全て天井部中位以上がヘラ削りされ、内面はナデ、他はヨコナデを施

している。
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杯 a ~カ 口径13.2cmで、内轡気味に立ち上がる体部を有する。底部外面はヘラ切りされ、体

部と底部の境は明際であるが底部端に丸昧を有する。底部内面はナデ、体部はヨコナデを施す。

杯 c (28-40) 28-33は体部と底部の境付近を丸く仕上げる一群で、口径13.0-14.2cmを

f 一 一 一1・ー竺、 11

/ょ一三~-ー』、2
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/L一一 ・ーーー
f三画面
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15cm 26 

Fig.26 灰原出土土器実測図(1 ) 
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42 

Fig.27 灰原出土土器実測図(2 ) 

9
 

2
 



測る。 28-31の高台は外反筑昧に作り、 32、33は台形または四角状を呈する。底部内面はナデ、

底部外面はヘラ切りのままで、他はヨコナデを施す。 29の体部下位はヘラ削りの痕跡を残して

いるところから、この形態を有する他の杯も体部下位にヘラ削りの施されていた可能性を推測

し得る。 34-40は体部と底部の境が明瞭な一群で、日経11.6cm-14. Ocmを測る。高台は端部外

視JJla::跳ねよげ気味にするものが多〈、 40のみ台形状を監する。底部外聞はヘラ明り

はナヂ、体制同日こ3ナヂ割れるo

大杯 C 制 口桂17.0cmを測lり、高台の断固は四角形在呈する。体部下位は丸昧をおびてお

りへラ削りされた可能性が強い。底部外面はへラ切り未調整、底部内面はナデ、体部はヨコナ

デされる。

盤 C 糊 口径28.0cm、器高6.8cmを測る。高台は端部外面をわずかに跳ね上げ気味に作る o

服部外聞及び体部下位は回転ヘラ削り調整であるが、臆都外面の中央付近は未開轄である O 体

3::7ナ

(6)その他の遺構と遺物

①遺構

SK015 

く b 1m膿岡4.6m

な:っている。

切っている。

ら Cの小片と C3を検出した。火持施設 3

く

この土臓を

②出土遺物

SK015出土遺物 (Fig.28、Pla.ll、別表)

鋼聴器

C 3 (1) 日桂15.5cm、棚田1.7cmを測り口繰端部挫正角形に作るo 体部はヨコナ

されるが、天井部外国はヘラ切り離しの後粗雑なナデ調整でおわる。

表土出土遺物(Fig.28、別表 SKOl5

土師器 fケ-ーーーー・、1
杯 a (2、3) 2は土師器杯aで口径11.8cm、

5cmを測る。服部外閣に版状配躍はみられな

い。 3は土師糊杯 aでI::J惜12.4cm、摺高2.5cmを測

るo 直線的に立ち上がる体部は 3::::1ナデされ、杯b

に近い形態を呈している。 2 • 3とも糸切りであり、

尾根上の表土中から採集した。
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U 篠振遺跡出土人骨について

はじめに

人骨は下記の 5体として鑑定を委託された。

S T026 

S T029 

S T034 

S T035 

S工043

以下簡便のために末尾 2桁の数字のみをもって人骨を区別する。

永井昌文

上記のうち43号人骨 1体のみが土葬墓人骨であり、他の 4遺構のものは火葬人骨である。

土葬墓人骨43号

保存状態:頭骨は墳底北西隅より出土した。残存していたのは前頭部より上顔面にかけてと、

両側の側頭骨、下顎骨などである。四肢の遺存度も頗る不良で、墳底南寄りに出土した長骨の

ものと思われる少量の骨片群は、一部が大腿骨体と判断せられる程度で、他はほとんど部位の

同定が不能であった。

推定性別: 男性

眉弓および乳様突起は発達して居り、日艮寓上縁は厚く、前頭部の膨隆は弱い。

推定年齢: 熟年、 50代ならん。

ほとんどの歯槽が閉鎖し、全般に歯槽突起の萎縮が著明である。残存する下顎右側第 1大臼

歯、上顎右側第 1・第 2小臼歯の校耗度は Martinの3度である。

火葬骨

個々の墓墳より得られた骨片はいずれも極少量である。しかも火葬骨に関する研究は世界的

に見ても少ない。(参考までに主な文献を後記する。)それというのも、火力によって骨は収縮、

亀裂、歪曲を来たし、その変化が定型的でない場合が多いために研究対象として取り上げ難い

面があるからであろう。

篠振遺跡の火葬骨全体について言えることは、残存部がほとんど、長骨々体の綴密質の厚い

部分が縦に割れた細片で、せいぜい 3・4cmの長さのものである。全部と言ってもよい位、こ

れらの骨片の部位同定は不能であったので、わずかに知り得たことのみを下記する

1) 4遺構の火葬骨はすべてその太さから見て成人のものらしい。

2) 26号遺構では、推定全長 7cmほどの右側尺骨が幸い残っており、他にも細い骨が見受け

られるので、乳児骨が混在しているようである。
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3 )発堀時、第26号成人骨中の接骨片に見られ、骨長軸に対し横走し、刀傷かと疑われたも

のは、明らかに火力によって生じた裂線で、深さは異なるがこれに並行な裂線が多数見られる

4 }丹愈に見1:とが、どの火押曜にも醐骨片と胤られる hのを見出し樽Jなかった。憐触し

く偶然に残存しないのか、判然としないので、今後の火葬墓発堀に侠ちたい。

文献

1 )地問次郎 r出土火葬骨についてJ Ii太安寓侶纂.D (楽良県史跡名勝天然記念物調査報告書、

第43冊)1981 所収

2) Henmann，.!B. On histological investigations of Icrem.ated! human remains. ]ournal of 

Human Evolution， Vol. 6 PI0I-103， 1977. 
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V 調査のまとめ

1 .西調査区

段状のテラス SX010の平坦面に検出された 6基のピットは、そのうちの 1基 ST005が火葬

墓と判明したことから、すべて墓地に関係する一連の遺構である事が濃厚となった。遺構はと

くに顕著な上部施設も遺存せず簡単なっくりのものである。木製蔵骨器や ST005のように

(白)綿などにくるんで火葬骨を埋納する場合、これらが腐朽してしまうと、火葬墓として検

出されることは困難となる場合が多い。また、火葬墓であると判断できてもこれら小遺構は

炭・灰以外に遺物を含んでいないことが多く、被葬者の社会階層を捉える資料に欠く事がある。

今回、西区に検出された墓地は遺構の構成状態や範囲、 SX010の埋没時期などから推しでも

長期に及ぶとは考えにくい。遺構の中では SX009のように明らかにビッ卜内で火をたいてい

るものがあるが、火葬所とするにはあまりにも規模が小さい。墓前祭など他の用途の使用も考

慮、されよう。火葬墓の構成順位については今ひとつ明確さを欠くが、テラス両端よりも中央部

に造営された SX006、007、008などに先行性を考慮できうるかもしれない。 ST005出土須恵

器は 8C中・後半のー特徴を有するし、 SX010埋土出土土器は 8C代のもので 9Cに下るも

のはない。また、墓地群のやや下方に検出された遺物包含層 SX004の土器片も 8C代のもの

である。以上から、これらの墓地群は 8C代に造営されたものと推定できる。 ST005の被葬

者は鋳帯、侃飾の使用、さらに奈良時代であるという点を考慮すると、大宰府に関係する文・

武宮の 1人である可能性も濃厚となる。 ST005以外の他の火葬墓についても一群の近親者の

墓とみる事がより自然であろう。令制では官位により鋳帯の形態や大小、材質などに規定が設

けられていたようであるが、用いる公服(礼服・朝服・制服)または私服、文官・武官などの

違い、傾飾の内容の差、儀式的なものと私的な趣向、存命中と死亡時などの各々の場面によっ

て、異なる場合もありえるので ST005被葬者の官位の位置づけなどについては慎重を要する。

とくに今回の場合は、銅鋳は焼けているのでより一般的な官人に使用された黒漆塗りの鳥油腰

帯、あるいはより高級官人に多用された金銀装腰帯か基本的な分類を決しえない点が残る。し

かし類例品の統計処理によってはいずれかに判断することが今後、可能かもしれない。さて、

今回の調査や宮ノ本 1次、 2次調査で明らかとされたように、大宰府西辺の低丘陵地帯に発見

された 8、 9Cの墳墓群は、それぞれ数基ずつの小群とはいえ、一般墳墓とは区別される内容

を有している。これらの被葬者は、大宰府に登場する有位、無位を含めた官人の一人あるいは

一族であった可能性が高い。平城京と京外に所在する墳墓との位置関係に認められるように、

大宰府郭外の西辺部は 8、 9Cにおける政治的階層のー葬地として意識されていたと思われる。
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(1)墳丘、土葬墓、火葬施設

①造営時期

土器の年代

2 .東調査区

SX 001周辺出土土器・銅銭 Fig 12-12・13はSX001造営時期とは無関係と思われ除外さ

れる。残る土師器小皿 a. b 、杯a. bは年代を推定する手がかりとなるが、これらの出土状

しているため、すべてー掘とみることはでiきない。しかし散盟式lに分欄は可簡である o

いては r晶坊ll.J)1 付耐を参照されたし.i0 

小皿 a 3 大*SK 601-SX 1200型く13C中関-14C中頃〉

2 大 SK830-SD 1805型く1300年前後-1500年前後>

1 大 SK1200-SD 1805型く14C中頃-1500年前後>

小皿 b 4 大 SK601-SK 624型く13C中頃-14C後半>

杯 a 5 大 SK601-SK 830型<13C中頃-1300年前後>

6 大 SK830型く1300年前後ないし後出するタイプ>

7 大 SK830-SX 1200盟<1300年削後-14:C中頃〉

これら lの冊は{闘/々をみた場合¥13C中畑まで湖り Aるが、金:体的には大 SK

d廿るιとがで宮る o

部 b8、9、10、11の特徴は凹舷糸切りで底径は小さく、外上方へ聞く体部を平ぎする。体部

内外面、底部内聞は連続した横ナデ調整で、横ナデが強い凹凸をなすものもある。内面にナデ

を行なうことは少なく底部外面の板状圧痕もないものが多い。表 2の遺構に杯 bの出土例があ

る。

杯 bの初現は大 SX、1200型に認められるが数は少なく、調整などの面で上述したものと異な

る。ここで示されるものは現荘のところ大 SX1200には出現していないタイプのものである。

傭搬 SXOO1出土杯 b8、 9の法置は日経10.7 -10. 8cm、勝高2.7-3.2cm、臨経4.8-4..9cmで‘

b ~，;;I:艦 2 のO叩を付した姐楠!、土!鵬輯lで品る ω と〈に大 SD 180 

られる。 SXOO旧Z出土鋼銑 r永楽i過庖諜、初錦1408年J と杯bとの共伴閲併

は明確には押えにくいが、銅銭がこの杯bと関連するものであればこの土器に1408年以降の年

代を与えることが可能となる。したがってこれらを整理すると上限15C初頭、下限16C初頭に

杯bの年代が考慮されることになる。しかし指標とした表 2の遺構、土層では土器点数は少な

く、また一括資料として捉えうる遺構にめぐまれていないので編年的に細分化できない。この

点は将来に追加資料を待たねばならないが、法量変遷、器種構成、同一器形の大小関係などの

*P.41審問
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点からみて数型式に分類が可能と思われる。

次に ST030、013出土土師器杯bは表 2の大57次暗茶色土層、大67次SX1663に近い数値を

示す。年代的には、先に分析した SXOO1の杯bと同様に15C初頭-16C初頭と思われる。 ST

023小I皿a、ST034小皿bは1点という資料の制約上、帰属型式の推定を行なうことは困難を

きわめるが14C後半以降にみてもよいと思われる。

墓地の造営時期

土師器型式から墓地の開始は14C初頭前後、終罵は16C初頭頃に求めることができょう。

遺構・土層 年 代 個杯体b数の 口 径 cm 器 高 cm 底径 cm

O大70次SDl805 文亀元年(1501)木簡伴出 4 10.6 [[] 11. 9 2.3 四 2.8 4.1回 5.5

大28次SX521 l 11. 6前後 3.2 4.6 

大78次SD2115 16C代を下限とする 11. 6 3.0 5.4 

0大67次暗青灰色土 15C後半-16C前 4 12.3-2. 5-2. 71 5.2困 7.1

大67次SX1663 12 11.7-[11]寸3.1-13.61 14.4 2.913.1-3.3-3. 5s. 8 5.5日 8.4

大57次暗茶色土 上限15C前半~永下限16C前半土の
遺構を覆う層。 楽通宝出

4 12.5-2.8-3.113.2 5.8図 10.6

大5次I層 15C前半-16C。永楽通宝出土 2 12 3 

大33次SK624 (杯aのタイプ)l4C後半 6 10.8-111.1-11. 5-11. 91 -12.0 2.6[]骨 3.0-3.21 6.3-回 8.0

大102次SX2983 大SDl805型 11. 8 3.0 5.0 

大38次灰褐色土 14 C位前的半に以新後し、下記SK805よ 2 11. 6- 匹亙 -11. 9 
2.6- [[司 -2.7

り層 い

大38次SK805 14C前半のSB400より新しい 3 12.0- 112.151 -12.3 2.5- 区亙 2.8 

O浦ノ城ll-3類 鎌倉末~室町 11. 1- -12 2.8 5 

表2 杯 bの出土遺構・土層

土師器の統計値

本文中「口径10.8ー| 11. 5-11. 7ー11.9 卜12.4cmJ と記録しているもので両端の数値10..8..，..12.4は計測値

の範囲、仁コ内の11.5-11.9は95%統計値、中央の11.7は平均値を示す。『条坊llJ では確立95%により計算し

た標式遺構出土土師器の法量表を載せているが、この表を参照して平均値の近い型式に比較しようとする土師

器を同定できる。

②遺構の性格

墳丘遺構 SX001にはそれを取り巻くように土葬墓が配されており、これらの墓は SX001を

意識しながら形成されたと思われる。こうした例は福岡県下をはじめ全国に多数見られるが、

その墳丘は、新たに造営した墳丘ではなく前時代の古墳を代用としている場合が多いと推定さ

れる。福岡市干隈遺跡(1)・穂波町日上遺跡(2)は火葬施設を主流にしながらも古墳を意識して配

置されている。京都府前納遺跡(3)では古墳の墳裾に石囲いを配する墳墓(火葬・土葬混在)が

10基程みられて、こうしたタイフの墓地の好例と言える。

墳丘を独自に構築しその周辺を墓としたものでは太宰府市坂本大正府 SX085(4)、奈良県地

蔵山墓地跡(5)が知られる。太宰府例は周囲が土取りにより詳細を知り得ないものの土墳墓の存
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話 れるo れ、

われ、そ lし

ている o

欝考例として現在もなおそうした形で続いている墳止を掲げると、奈良県中ノ )11翠地(6)があ

る (Fig.29)。小丘(旧形は不詳)の周囲に慕地(埋め墜)が広がり、小丘上には石造五輪塔

(14世紀後半頃)を据える。この場合、墓地の中心たる存在として五輪塔が位置付けられる。

奈良盆地および東山中付近には旧位置を保つものは少ないものの墓地の中心的存在として建立

された可能性が高いと考えられる五輪塔が多く現存している。

これらのことから SX001は篠振遺跡の中世葬地期における中心的役割を担い、墳墓群の標

式としてのJ性格を保っていたものと推定される o 墳丘がなぜ、中心的役剖を担うに歪るかについ

ては不明な点も3'7いが、中ノ川覇地のように塔婆を建立しているもののあることを組定すると、

としての略鴨自体を瑚初から保荷 lしなくとも略臨というものの初珊l盛山ることιよって、

と知られ品のではないかと帯えている o

さb は、横庇料田中位付近に多く も横

出している o 古銭の多くが墳裾の土葬慕群よりも高所に位置し、幕埋土中からの流出は考えら

れないため、古銭などの出土位置には別の意味を考える必要があると思われる。可能性として

考え得ることを書き並べれば、まず墳丘に対する供献が想定される。墳丘自体を先述のように

塔婆的なものとして捉えることによれば、それに対する供献として意義付けされよう。ただし

鉄万子については問題が残されると言える。次に『六道絵』や『飢餓草子』に見られる葬地の

光景の具体例と想定した場合、 SX001中位の平坦面付近に古銭出土地点が集中し、且つ鉄刀

ち同様の位置の検出であることを併せると噴丘裾部日土膿中へ埋葬されることのなかった屍

伽人間識な描対蹴か購に誌記れるような放盤的状聞で押かられていたことの可能性を検討

す品品開酬でてく品む噛えようの臨都のlような特殊壮酬市に柑ける麟柚印刷臓と珊僻されてい

品 r飢醐離帯』叩t仕掛1が、地フケ榔附大時附tこ;tJいても胤られた可拙性が帯えられ品 o

地を考えるうえでのl今後の大きな開題としておきたい。

次に、火葬施設として捉えた一連の焼土墳群について所見を述べておきたい。

当該遺構は、規模の上から長さ0.8-1.1m、幅0.4-0.7m程度の小型の一群 (A群、 ST

026・029・030・031)と長さ1.1m-1.4m、幅0.7m以上のやや大型の一群 (B群、 ST033・

034・035・036)の2群に分けられる。

A群についてみると土墳底部付近に石を配するものが存在する。この石の性格は火化時にお

ける棺台の役割を担うものとみられ、石上に棺を安置し土墳底との聞に空間を設定し通風を考

したものであると考えられる o S T030の場合は石が片方に蕎っているが、これに対する側

にやや大きめのホ腕械が検出されており、棺台の…部日木材を聞いた可能性も考えておく必要
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Fig.29 中ノ川墓地の光崇(上 ・遠景下 ・近景側元興寺文化財研究所提供)
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があろう。

また ST026、030ともに石は炭層の上にのり床面に密着していない。この状況について考え

得ることを列記すると、①複数回の火葬実施により、土横内を整地して石を置き直している。

②火葬実施中に棺材の転落や薪の挿入などにより 2次的に石が動いた。③火葬終了後、土墳を

瑚める|際lこ2次的に高が動いた。@火葬実施前に炭を敷きその上に石(棺台) た。など

ることがで留品。このう"E>φCむにつlいて ことは困難であるが、@

については『古事略儀.JI(7)の記事が参考になる。「錨内事免ニ騰ニ枚一。其上敷ニ娃ニ枚一。其上積レ

炭。々上積レ薪。」とあり、火葬の実施に先立ち土墳内に諸々のものを入れた事が知られる。

ただしこの記事は平安時代後半頃の、しかも天皇や貴族の一部に用いられた葬法の一つであり

④の裏付けとしては消極的であると言わざるを得ない。①については考古学的例がある。石を

用いていないが火葬終了後の土膿内を別の土で盤地し、新たな床面を形成したと判断されるも

日次|捌班の 2S T 027 (8}~.とみられ、

火葬実施を想定できる。また奈良

県能峠遺跡(9)においても複数回の

火葬実施を想定されている。この

ことから直接、篠振遺跡の例をこ

れに自てはめることは悶難である

S T026~1七側l

聞に焼骨小片を検出していること

と、同遺構検出の焼骨に成人骨・

幼児骨の混在が認められたことを

併せ考えた時、同一土横内での複

数回の火葬の実施は考えておく必

るであろうo

以上のように現状での判断は難

しく、今後の資料の増加をまって

再検討する必要があろう。
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さらにこの棺台の上に乗せられ

た棺について推定すると、棺台上 Fig.30 京都西陣町遺跡 SX13001 

における土臓の棋盤からして長さ約 1m、幡約40cm程度のもの以下でないと膿内に収まら

ず、土横四辺に掛ける過臓や棺材の厚さを帯帰すると内法はかなり小さなものとなってしまう o

この状況から伸展した成人用の棺は不可能であり、かなり窮屈な状況で折り曲げた屍体(鹿棺

に近い状態)を納める棺を想定しておく必要があろう。
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B群の場合は、 ST034・035に興味ある資料が遺存していた。とくに ST035では上域の両

小n付近に大きな木炭興が各々転落し、両者は床面より石千浮いた状況で検出されている。木

炭塊から復原される材の大きさは、径または一辺が10-15cm程度のものになる。この状況は火

化が進行した後に搾材が域内に各々の位低を保ったまま転越したことを物語っていると忠われ、

横上に棺台として樹木が2本架けられていたことを窺わせるものと言えよう。木材でも太いも

のであれば完全に燃焼するまでにはかなりの時聞を要するであろうし、当面火化を'.J<b包するに

あたってはこうした木材で充分機能したものと思われる。

こうした例を具体的に知れる資料として、京都府西陣町遺跡酬の SX13001 (Fig 30)があ

り、この場合袴材の凶定を意図して両側に掘り込みを形成するが、角材や枝の残る自然木、あ

るいは丸太材にしても木片などで凶転止めを施せば、特に娼り込みを作らずとも持材を同定で

きるものと考えられ、 ST035はこうした可能性がつよいと思われる。

ここでこれらの遺織が展開される遺跡全体の祭観について述べておきたい。

篠振遺跡の場合 SX04 5を境として上~~""静と火葬施設詳の 2 群に明瞭に分離される傾向

がある。こうした状況の具体的な意味付けは今後の課題としておきたいが、こうした光景は火

化の風景を措写した絵画資料に近似するものを求めることができる。

Fig.31 火抑の風煩(註(11)文献から)
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Fig 31の r醤惜上人時給.lI(11)を仔細に検討してみると、絵の中心は火化の風農で、ある

に火化の終了したとみられる炭や薪の屑が集められたような状況が見え、火化地はこの一帯に

したことを物踊っている l仙諮らに背後に闘を l向け)，tなら lば、小fえを摘んで五輪幡1ほど

ち並ぶ墓地の光景が兇て取られ、小丘を境として明確に区分されていることが知られる。これ

は『親驚上人絵伝.!I(12)に見られる火化の光景にも描かれ、当時の慕地の様相の一端が窺える。

骨化協購には櫛叩1事相を予棚話せるl時酬の幡が児丸、榔の見える肱l蹴上日陣地の噛を撒けた

ことも併せて知られるのである。こうした光景を具体的に遺跡の上で観察されたものが篠振遺

跡ではないかと考えている o

「あだし野の輯捌ゆる時なく、 ち去らせの る型車ひならば……」と徒

然草(13)に記述された街中からの葬地の景観は、ここ太宰府においても見られたものと思われ

(2，)土墳墓

三基確認したが時期を決定し得るものはST014のみである。 ST014はその出土土器から 7

世紀後半頃に造営されたものとみられ、大宰府成立期に近い時期の墳墓として注意され、過去

明

丸網" え』 いのと にお

ける墳墓の立地や形状などの一端を知り得た点は意義深い。

(3)窯跡

1， 2， {す叩購叩調盟冊は問棚田である唱に的調融柵の欄仰醐式l告朋閣に市めると

は浦ノ原 8号窯(14) (春日市)の一部、宮ノ本2、3号操(15)があり、消費地では大85・87・90

次SD2340下層(16)、条 2S DOOl(l7)などの遺構出土例がある o 須恵器の年代観については後

2帯四例削酔時とな!品 o

大85・87・90次SD2340下層 r天平六年 (734)、八年 (736)J銘木簡を出土している。須

C 1， C 2、C3があり、 C2の割合は多い。 c3は多くはないが口縁部断面形は大き

をなすものがある。郎 Cの高古は端部を外上対へ跳ね上げるものは少なく、断間四角

形に近いもので、体部下半は丸昧を有し底部と体部の境が不明瞭に近い。これは上述の蓋 C

2・32:ニセット殺なすものであ品旧これらの土掛は木聞の年代である 8C前半(描 1・2

期)に位置づけられるo その後大87・90次調査ではよより後出型式と推定されるタイプのもの

が少数出土した。蓋 C 3の口縁部断面は小さな三角形をなし、均二 Cは体部と底部の境が明瞭で

も叩lで25QoそこでSD2340は85{'j(閑斑の附より|腎干下~8C中酬に棚田陣代を拙えた。
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条 2S D001 須恵器蓋 c2・c3があり、小さな三角口縁をなす c3が少量入る。上記大

S D2340と類似するが蓋 c2の割合が減少するところから SD2340の後半に位置づけられ、 8

C中頃に近い年代と思われる(18)。

篠振 1・2号窯須恵器は蓋 c2に近いものがごく少数で、大半は大きな三角口縁の蓋 c3で

ある。小さな三角口縁をなす蓋 c3も少数あるが、三角形のっくりは小さいながらも明際であ

る。また杯 Cは条 2S D001に類似するものが多い。このことから条 2S D001と同じ 8C中頃

に近い年代が与えられる。蓋 c2は古期の混入品とも思われるが、窯跡に関係するものであれ

ば、 8C前半頃に窯の操業開始期を求めることができる。

註

(1) 井沢洋一『干隈遺跡』干隈遺跡調査会 1985 

(2) 酒井仁夫ほか r日上遺跡J(福岡県文化財調査報告書 第48集)福岡県教育委員会 1971 

(3) 戸原和人「前刑 2号墳発掘調査概要J1/"京都府遺跡調査概報第 2冊-4J財団法人 京都府埋蔵文化財

調査研究センター 1982 

(4) 山本信夫『大宰府条坊跡 IIJ (太宰府市の文化財 第 7集)太宰府市教育委員会 1983 

(5) 地蔵山墓地跡(奈良県山辺郡山添村広瀬字地蔵山)の現地説明会資料による。

(6) 吉井敏幸ほか『野;中世葬送墓制の研究調査概報』側元興寺文化財研究所 1984 

(7) 続群書類従刊行会『群書類従』第29輯

(8) 未報告。 1988年度刊行予定

(9) 楠元哲夫ほか『能峠遺跡群 1(南山編)J(奈良県史跡名勝天然記念物調査報告 第48集)奈良県立橿原考

古学研究所 1986 

(10) 木村泰彦ほか「長岡京跡右京第130次 (7ANKNC地区)調査概要一右京五条三坊十四町・西陣町遺跡一」

『長岡京市埋蔵文化財調査報告書第 2集』財団法人長岡京市埋蔵文化財センター 1985 。1) 善信上人絵・慕帰絵J(新修 日本絵巻物全集 20)角川書庖 1978 

(12) 照願寺蔵。石井進「中世の都市と墓JIr週刊朝日百科 日本の歴史43J朝日新聞社 1987 

ただし、新鷺上人伝絵はいくつか現存しており、善信上人絵はその中でも最も原本(草案永仁 3年・今亡)

に近い作品と言われている。(京都国立博物館『西本願寺の秘宝目録』西本願寺 1980) 

このため、同一原本からこの照願寺蔵本も模写されていることが考えられ、描写の近似は当然であるかも

知れない。

同西岡実・安良岡康作校注『新訂徒然草J(岩波文庫30-112-1)岩波書屈 1985 

(14) 平固定幸・丸山康晴ほか『浦ノ原窯跡群J(春日市文化財調査報告書 第11集)春日市教育委員会 1981 

(15) 山本信夫ほか『宮ノ本遺跡J(太宰府町の文化財 第 3集)太宰府町教育委員会 1980 

(16) 石松好雄ほか『大宰府史跡 昭和58年度発掘調査概要』九州歴史資料館 1983 

仰 山本信夫『大宰府条坊跡J(太宰府町の文化財 第 5集)太宰府町教育委員会 1982 

(18) 山本信夫「付篇 1J r大宰府条坊跡目J(太宰府市の文化財 第8集)太宰府市教育委員会 1984 

追記:本書で引用した大宰府関係の遺構番号は以下のように分類される。

条 19 S E 089 
----/-一六一六¥

条坊調査次数遺構種別個別遺構番号

「条」の部分が「大」の場合、大宰府史跡の調査次数を示すこととなる。

土器の器種分類については『条坊 1.11 w"条坊n.ll (前項の註の 4・17)に準ずる。
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別表・土器の法盟張

A.番号 日.挿図番号 C.内底のナデの有無

D.椴状庄痕の有無噂須恵器ゆ土師器単位cm

噂器郎議長種c 
A B 口径 器両 底径
1 2 13.1 1.9 
2 3 13.6 2.1 
3 15 14.0 2.5 
4 16 14.3 2.0 

'1 51! 4 14.3 2.4 
6 5 14.4 2.3 
7 6 14.4 2.3 

母龍4楠
A 日 日傭 時|高 蹴借 c uu 

、皿a 7.4 1.5 '5.1 010  
111 

8 7 ，1， 14.4 2‘7，1， 

9 1 l' 14.5 2.0 ' 
2 2 7.8 1.4 6.4 ワ × 10 17 14.5 2.3 
3 3 8.3 1.1 6.8 O O 11 8 14.5 2.5 

明小皿b ， 4 4 6.0 1.4 4.6 !11 0 o 12 18 ]4..6 2.3 
@杯a 5 7 12.6 2.8 8.6 O δ O O 6 5 13.4 3.5 9.5 

13 9 14.6 2.5 
14 10 14.7 2.5 

11 '1 6 一11， 4.8 × X ， 15 u 14.7 1.8+ 
@杯b 8 8 10.7 3.2 l' 4.9 × × 16 12 14.8 2.5 

9 9 10.8 2.7 4.8 × × 17 13 14.9 2.1 
10 10， 一 4.8 × × 18 14 15.0 2.8 
11 11 4.8 x' x '1 19 19 15.5 2.5 

20 20 15.8 2.6 
@大輩 c 21 24 17.9 2.3 

22 211i 18.0 :¥， 2.6¥1 
23 22 18.1 3.0 
24 23 18.6 2.8 
25 25 19.7 2.7 
26 26 ' 20.1 3.311 

@杯a 27 27 13.2 4.5110.7 
@杯 t 28 34 11.6 3.7 8.1 

29 35 ]2.2 3.7，1 8.，6 
30 28 13.0 4.1 9.2 
31 36 13.1 4.3 8.8 
32 29 13.2 4.1 9.8 
33 37 13.4 3.9 '1 9.3 
34 38 13.4 4.1110.2 
35 30 13.8 4.2 9.6 

， 36 3] 13.8 4.31， 9.8 
37 39 13.8 4.0 9.4 
38 40 14.0 4.3 10.2 

iト13409 
32 14.0 4.3 10.6 
33 14.2 4.6 ， 10.2 

41 41 17.0 5.3 11.0 
@雄c 42 42 28.0 6.8 18.8 
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